
 

 

第４回 みやぎの運河群連絡調整会議 発表一覧表 

 

NO, 機関・団体名 ページ数 

１ NPO 法人ひたかみ水の里 P1 

２ すばらしい北北上運河沿線の自然環境を守る協議会 P10 

３ 貞山・北上・東名運河研究会 P11 

４ 貞山運河「御舟入堀」プロジェクト P23 

５ 仙台湾岸運河群の歴史と記憶を伝える協議会 P25 

６ 貞山運河倶楽部 P27 

７ 一般社団法人貞山運河ネット P29 

８ 新貞山ローイングクラブ P31 

９ 多賀城市企画経営部市民文化創造課 P32 

１０ 仙台市建設局百年の杜推進部公園整備課 P36 

１１ 若林区まちづくり推進部海浜エリア活性化企画室 P43 

１２ 宮城県 仙台土木事務所 P46 

１３ 宮城県 東部土木事務所 P47 

※1 団体（1行政機関）5分以内（約 90 分間） 

※4分で 1回ベルを鳴らします。5分で 2・3回ベルを鳴らしますので、速やかにまとめに入

り，終了してください。 
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すばらしい北北上運河沿線の自然環境を守る協議会 
令和７年９月 

令和 6年度活動実績 
 ４月２１日 上釜地区住民による北北上運河の堤防清掃活動 
 ４月～１０月の隔週土曜日 

 中浦橋～中埣橋（約２ｋｍ）の南側堤防沿いの雑木雑草除去作業 
 延べ１５回 平均３８人従事 

 ５月～６月 桜並木養生作業（施肥、支柱設置） 
 ７月５日 感謝の会実施 
        市長、県、市職員、企業役員、会員等６５名参加 
１０月１６日 石井閘門～釜閘門（約６km）現地視察 
     国、県、市職員、会員にて改善、整備項目協議 
 ３月 関係省庁との協議結果を踏まえ、松５６本、桜３７本植栽 
 
令和７年活動予定 
 例年通り、４月からの中浦橋～中埣橋の南側堤防沿いの雑木雑草除去作業 
 をメインとする住民参加型の活動を実施していく。 
併せて、関係省庁との協議を通じ、公園等の施設の設置、水質改善の方策を推
進していく。 
 ・東屋１棟設置（石巻市との協議の結果） 
 ・松並木再生 １１９本植栽 
 ・桜並木 累計１４５本 
   令和元年３月 ９０本 
      ６年３月 ２０本 
      ７年３月 ３５本 
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2025.10.10 貞山・北上・東名運河研究会 野蒜塾 1 

 

貞山・北上・東名運河研究会 

野蒜海岸（野蒜築港・北上運河・東名運河）＆洲崎海岸 フィールドワーク 2025.09.25  

～水と風と砂のものがたりと共に、 次世代へつなぐ～ 
貞山・北上・東名運河研究会、野蒜塾 後藤光亀 

令和7年度「グローバルスタディ課題研究Ⅰ 北上川フィールドワーク～世界の水問題～」仙台二華高校 冊子より抜粋） 

  

 

     
        図-1  鳴瀬川河口周辺の水と砂のものがたり 作図：貞山・北上・東名運河研究会 後藤光亀 

宮城県東松島市の鳴瀬川右岸の河口にある野蒜海岸は、1801年、伊能忠敬が測

量してから現在までの約220年間に、砂浜海岸が約1000ｍ前進した世界でも稀な

「奇跡の海岸」です。また、2011年3月、東日本大震災の津波という自然の攪乱

を受け、復興創生工事という人為的な攪乱を受けた洲崎湿地は、2017年の水辺環

境調査で多くの生き物たちの生息が確認され、地元住民への情報提供後、いつし

か、洲崎湿地は「奇跡の湿地」と呼ばれるようになりました。 

 そんな奇跡の「野蒜海岸」と奇跡の「洲崎湿地」について、水と風と砂が造形

する地形の成り立ちと、その地形を巧みに利用した先人の生業や歴史を学び、津

波被災とその復興創生から見えてくる教えを、次世代へ繋ぐべく、地元住民から

なる野蒜塾の方々や行政などの専門家などと共に「学び」を深めます。 

A : 鳴瀬川河口 ～水と風と砂のものがたり、野蒜築港・頓挫の歴史、鳴瀬川と吉田

川の背割堤、品井沼の干拓～ 野蒜築港（北上運河から始まる、市街地跡・突堤、開港と頓

挫）、東名運河の開削理由、洪水・津波被災状況、背割堤の出来た理由などを学びます。協力：

国土交通省・北上川下流河川工事事務所、宮城県東部地方振興事務所（防災林）、野蒜塾など。 

B : 野蒜海岸 海浜植物が守ったものは…？ ～海浜植物が砂浜を守る？～ 
 砂浜海岸を守った海浜植物や実生のクロマツ群落たち…、外来植物・オニハマダイコンの植生

調査・GPS付き写真撮影など）。協力：野蒜塾、東松島市、宮城県東部地方振興事務所など。 

C : 奇跡の湿地「洲崎湿地」復興計画 ～なぜに奇跡の湿地か？  
～洲崎湿地ができるまで…、世界一？の砂浜海岸の前進速度はなぜ起こったか？ なぜに奇跡の

湿地？ 水の交換はどう起こる？ 協力：東松島市、貞山・北上・東名運河研究会 

D : 奇跡の湿地「洲崎湿地」の水環境・生態系 ～次世代に引き継ぐものは？～  
酸欠の水環境はなぜできる？ 冬鳥たち大襲来 子育ての楽園？ 水草・藻の大繁茂、生態系

への影響は？ 特定外来生物アメリカザリガニなどの生態系調査。 協力：野蒜塾、貞山・北

上・東名運河研究会、国土交通省国土地理院東北地方測量事務所、地域環境計画など。 

11

2015538jg
テキストボックス
No.３
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〇 令和６年度 活動報告 ①  野蒜塾＋貞山・北上・東名運河研究会 
 例年、年2回実施している「高校生と見る 野蒜海岸・洲崎湿地 水辺環境フォーラム～次世代につなぐ～」の内

容を、「水辺・絆プロジェクト2024」の助成を受け、パンフレット１（下記），リーフレット①②③④を作成して、

野蒜海岸や地元の学校・図書館・道の駅・震災伝承館・市民センター・飲食店などで社会発信しています！ 
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2025.10.10 貞山・北上・東名運河研究会 野蒜塾 4 

 

 
↑ リーフレット①砂浜海岸と海浜植物  ②飛砂と海浜植物  ③次世代につなぐ  ④利活用とルールづくり 

を社会発信中！ 
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2025.10.10 貞山・北上・東名運河研究会 野蒜塾 10 

〇 令和６年度 活動報告 ② 

国の「史跡相当」遺跡相当リスト42件を選定 文化庁が初公表、開発懸念で 2023年10月27日 共同通信 

 文化庁は令和5年10月27日、全国の埋蔵文化財（遺跡）の中から国指定の史跡に相当する価値がある27県

の計42件を初めて選び、公表した。史跡になれば開発行為に強い規制がかかるが・・・ 

遺跡のある土地は全国に約47万件あり、各自治体が「周知の埋蔵文化財包蔵地」として地図で公表するなど

している。このうち史跡指定されるのは学術的価値が高く所有者の同意が得られたものに限られる。 

〇 第一期リスト登載遺跡一覧 （東北地方分） 

１.福島城跡（青森県五所川原市）２.早稲田・野口貝塚 （青森県三沢市） 

３.南部家墓所 （岩手県盛岡市）４.黒山の昔穴 （岩手県九戸村）  

５.野蒜築港跡 （宮城県東松島市）…近代遺産では全国唯一  

６.仙台藩主伊達家墓所 （宮城県仙台市） 

７.胡桃館遺跡 （秋田県北秋田市）  

８.八十里越 （福島県只見町・新潟県三条市、魚沼市） 

〇土木学会土木史委員会と共同で、国の史跡相当リスト登録「野蒜築港跡」を視察 2024.09.04 

9/4，14：00～、土木学会土木史委員会4名、東松島市4名、野蒜塾4名、野蒜築港ファンクラブ1名など

が参加し、野蒜海岸の堆砂状況、市街地跡やレンガ橋台の状況を視察しました。視察後、有志で懇談会が開

催され、史跡の現状と今後の課題に関し、有意義な情報・意見交換となりました。 

   野蒜海岸・二線堤 鳴瀬川河口・突堤 市街地跡 懇談会・かっちゃん（撮影：飯川悦子） 

〇参加者  

知野泰明  日本大学 工学部土木工学科 教授  （公社）土木学会土木史委員会 前委員長 

中井 祐   東京大学大学院 工学系研究科 社会基盤学専攻 教授（公社）土木学会土木史委員会 委員長 

土田宏成  聖心女子大学 現代教養学部 史学科 教授      （公社）土木学会土木史委員会 幹事 

大波修二  株）オリエンタルコンサルタンツ 関東支社 都市政策・デザイン部 

木村 晃  国土交通省東北地方整備局 北上川下流河川事務所 副所長 

川口貴史  東松島市 育委員会 文化財係 係長 兼 奥松島縄文村歴史資料館 副館長 

松崎哲也  東松島市 教育委員会 文化財係 

菅原弘樹  奥松島縄文村歴史資料館（元館長） 

森 祐樹  東松島市 建設部建築住宅課長（資料提供） 

小山 修  株式会社 奥松島観光物産公社 代表取締役（前東松島市 副市長）  

松川清子  野蒜築港ファンクラブ 

佐々木勝久、飯川悦子、門脇利勝  野蒜塾 

後藤光亀  貞山・北上・東名運河研究会 代表世話人、 野蒜塾 代表 

（公社）土木学会東北支部選奨土木遺産選考委員会 副委員長 

〇 令和６年度 活動報告 ③ 

北上川フィールドワーク～野蒜海岸・洲崎湿地編～ 仙台二華高校 2024. 09.26 

9/26（木）9：10～15：00、1年生70名が例年通り4コースの研修を行いました。天候にも恵まれ、順調に研修が終

了しました。また、今回は5年目であるので、生徒70名全員に研修のアンケート調査を実施しました。アンケート

結果は、サポート頂いた関係機関にも配布し、これら生徒の感想を参考に今後の課題と展開に関する情報共有をして

います。なお、下記の写真で生徒の顔が判別出来るものは、ネットなどの利用を控えてください。その情報で

いじめなどの問題が発生しており、学校関係者が注意喚起をしています。ご協力をお願いします。 

〇 開会式 

   サポート隊の紹介と挨拶 
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仙台二華高校・生徒代表の挨拶 肖像権に注意 佐藤校長先生の挨拶  

A:コース 流域治水・野蒜築港など（北上川下流河川事務所・野蒜塾） 防災林の保育（宮城県） 

Bコース 海浜植物、砂浜海岸への漂着物、昆虫、物質循環、海浜側物の防災機能…（野蒜塾・地域環境計画） 

Cコース 洲崎湿地の復興創生（東松島市 貞山・北上・東名運河研究会）湿地の水循環にサイフォンの原理・模

型での説明が好評！ 松島湾と洲崎の樋管のゲート操作は今年も人気！ 

生き物調査では、昨年に比較しアメリカザリガニが少なかった。また、バードウォッチングは大好評であった！ 

また、洲崎塩田跡の低地での地理院地図の取り扱いは、今年も生徒のスキル習得が順調！ 

Dコース 水環境と生態系（野蒜塾・貞山・北上・東名運河研究会）、地理院地図（国土地理院東北地方測量部） 

〇 閉会式 

サポーター隊からのフィールドワークの講評 生徒代表の挨拶 

最後に集合写真 お疲れ様でした！   お見送りです！ 
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〇 令和６年度 活動報告 ④ 
史跡めぐり「海の幸と東北の三大近代土木遺産『野蒜築港跡』を訪ねる旅」万世コミセン 2024.09.29 

9/29、山形県米沢市の万世コミセン主催の史跡めぐりが実施されました。貞山・北上・東名運河研究会と野蒜塾か

ら、佐々木・飯川・後藤がバスに同乗して解説。 

     
歓迎の挨拶 奥松島観光物産公社 小山社長 野蒜塾 早川副代表 野蒜築港跡 レンガ橋台  黒沢敬徳碑 

   
 黒沢敬徳碑の説明板 野蒜築港市街地跡のレンガ橋台や野蒜測候所跡にも説明板の設置が必要と強く感じました！ 

万世コミセン8：15発→国見SA・トイレ休憩→野蒜市民センター10：35着、 

貞山・北上・東名運河研究会、野蒜塾・乗車、10：40発→野蒜築港跡・北上運河→びっき岩→鳴瀬川河口突

堤→震災復興伝承館・東名運河→キボッチャ・トイレ→野蒜市民センター12：10着、12：15発→たんかん亭

（松島町）食事（60分）→松島観光物産館・買い物→松島おさかな館・買い物・見学14：30発→国見SA/ト

イレ休憩→万世・コミセン16：30着・解散 

 

〇 令和６年度 活動報告 ⑤ 
「野蒜築港跡」視察  初代山形県令三島通庸をNHK大河ドラマに推薦する会  2024.10.12、10.20  

10/20（日）「初代山形県令三島通庸をNHK大河ドラマに推薦する会」の方々が野蒜築港跡を視察しました。 

  
2024.10.20 奥松島観光物産公社・小山社長、高橋県議など歓迎の挨拶   野蒜築港、新鳴瀬川やレンガ橋台での説明 

  

洲崎浜のニ線堤で、潜ヶ浦の汽船錨地や野蒜築港頓挫の要因  国の重要文化財の石井閘門を視察 

の一つである漂砂による砂浜海岸の前進状況を説明      北上川下流河川事務所の木村副所長が説明 

 

2024.10.20  野蒜築港視察   震災伝承館→東名運河→洲崎浜・二線堤→びっき岩→野蒜築港市街地跡 

→キボッチャ（昼食）→仙石線・奇跡の丘→鳴瀬川・吉田川の背割り堤→石井閘門→石巻かわまち→帰路へ 

 

東北の近代三大土木遺産（野蒜築港、安積疏水、万世大路）のインフラツアー展開の一環です。選挙と重なり、

参加人数が14名となりましたが、土木県令と呼ばれた初代山形県令三島通庸の明治初めのインフラ整備を顕彰しま

した。三島通庸の山形県令時代の事業は以下の通り。 

・万世大路：明治天皇が開通式で列席、翌年「万世大路」と命名 

山形の石橋群の建設、後に福島県令時代に福島の石橋群の建設に貢献、また「安積疏水」の完成式典に参加 

・関山隧道：山形県から宮城県への野蒜築港への交通路を確保（強調文字：土木学会選奨土木遺産に認定） 

これら東北地方の三大近代土木遺産の顕彰を進めるとともに、交流も深めていきたいと思います。 
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R6年度 活動実績（貞山運河『御舟入堀』プロジェクト） 

年月日 内   容 

6 月 23 日 
貞山運河クリーンアップ大作戦♪（雨天中止） 

貞山公園の清掃活動。 

9 月 23 日 

貞山運河をバスで巡る旅（バスツアー） 

明治潜穴・石井閘門・普誓寺・釜閘門・大曲閘門・野蒜築港・北上

運河・東名運河などを巡りました。参加者 16 名。 

10 月 31 日 

北上川・みやぎの運河群の歴史再現プロジェクト 

御城米舟運の再現。一般社団法人貞山運河ネットの事業に共催。参

加者 10 名。 

3 月 23 日 
貞山運河クリーンアップ大作戦♪ 

貞山公園の清掃活動。参加者 12 名。 

  

 その他 

毎月 役員会 

5 月 17 日 通常総会 

 貞山運河ネット 参画 

 みやぎの運河群連絡調整会議 参画 
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令和７年度 事業計画（案） 

（令和７年４月１日～令和８年３月３１日） 

１．清掃活動（５月、１０月） 
次回は１０月１１日１０時より貞山公園にて。 

 

貞山公園の清掃活動。近年は近隣高校生の参

加もあり。 

 
清掃活動の後は、貞山運河についての解説を。 

２．貞山運河を巡るツアー寒風沢編（１１月２日） 
例年バスツアーを行っておりましたが、今回は貞山運河を語るうえで欠かせない寒風沢を歩きま

す。 

３．貞山運河ネット事業への共催（１１月頃） 
毎年恒例の舟運事業への参画。 

４．仙台湾岸歴史協議会との共同事業 

５．ツアーづくり事業 
今回のツアーは貞山運河を知ってもらう体験ツアーを考えております。 
貞山運河の歴史や実際に運河でカヤック、SAP、釣りなど体験型で大人から子供まで楽しく貞山運

河を知ってもらうツアーを旅行会社の方にも協力をもらいながら考えております。 
観光客はもちろん、地元の子供たちにも自分の住んでいる地域の歴史を知る良いキッカケになって

もらえたらとも思っております。 

６．定例役員会１２回（第３週水曜日１６時） 
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[令和７年5月末現在 会員数 41名]

[貞山運河]、[北上運河]及び[東名運河]に、併せて[野蒜築
港]、幕府米や藩米などの湊であった[寒風沢]も対象

①運河群の歴史と地域の記憶を学び、広く伝える
②湾岸地域の豊かな地域資源を掘起し、守り・育て、持続可能な
   活用と次世代への継承
③地域資源を結ぶ交流と連携を促進し、心豊かで誇りある地域づ
くりに貢献

（１） 運河群、寒風沢湊や野蒜築港などの歴史の調査研究
（２） 地域資源の保存・継承に関する実践と支援
（３） 本協議会の活動に係わる情報発信
（４） 各地域及び各団体との交流・連携促進の実践と支援

「仙台湾岸運河群」とは （規約 第3及び4条）

協議会の目的 （規約 第2条）

宮城県『貞山堀再生・復興
ﾋﾞｼﾞｮﾝ』図に加筆

協議会の事業 （規約 第4条）

【設立総会】 令和４年５月２８日（土） 【出席者】 31名

実施日 内 容 講 師 等 備考

R
４
年
度

5/28
【設立総会記念講演会】 】        
「野蒜築港事業中止後の 北上・ 東名運河の利用状況」

斎藤 善之氏 （東北学院大学教授）

10/2

【寒風沢研修会】 】  
第1部：講演会 「近世～近代の太平洋航路と寒風沢・石浜港」

斎藤 善之氏 （東北学院大学教授）

第2部：寒風沢島探訪 案内：NPOみなとしほがま

2/11 【地名講演会】 「仙台湾岸運河群周辺の地名」 太宰 幸子氏 （宮城県地名研究会会長）

R
５
年
度

5/13
【総会記念講演会】 】 
   「御舟入堀と御舟曳堀～仙台城下への物流ﾙｰﾄ」 

畑井 洋樹氏
（仙台市歴史民俗資料館学芸室長）

11/26

【野蒜交流・研修会】 】 
 第1部：講演会 「野蒜築港と仙台湾岸の運河群」

後藤 光亀氏/松川 清子氏
（貞山・野蒜・北上運河研究会世話人

/野蒜築港ﾌｧﾝｸﾗﾌﾞ事務局長）

第2部：東名運河・野蒜築港跡探訪 案内：野蒜塾・野蒜築港ﾌｧﾝｸﾗﾌﾞほか

2/11 【講演会】 「蒲生御蔵跡第1次発掘調査結果の報告」 平間 亮輔氏 （仙台市文化財課）

R
６
年
度

5/18
【総会記念講演会】 会

「昭和時代の写真や映像でみる仙台市沿岸のまちなみ」
佐藤 正実氏 (風の時編集部代表
       & 3.11オモイデアーカイブ代表)

12/8

【木引堀交流研修会】 】

第1部：フォーラム ①「木引堀の歴史」 ②「活動報告」

①川又隆央氏（岩沼市生涯学習課主幹）

②山田真氏（新貞山ﾛｰｲﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ事務局）

第2部：木引堀探訪 案内：川又隆央氏（岩沼市主幹）

R
7
年
度

5/24 【総会記念講演会】 「南蒲生の変遷」 吉田 清明氏（南蒲生吉田家当主）

秋予定 「貞山堀『御舟入堀』プロジェクト」との交流会 （検討中）

2～3月

予定 
【運河の歴史等に関する講演会】 】
「仙台湾岸の津波痕跡」（仮）

（検討中）

【活動結果と予定】

R6.5.18総会記念講演会

仙台湾岸運河群の歴史と記憶を伝える協議会 （略称：仙台湾運河群歴史協議会） 事務局
TEL 090-5599-7619（吉田） Email sendaiwan.unga@gmail.com

「仙台湾岸運河群の歴史と記憶を伝える協議会」 の活動

R6.12.8木引堀交流研修会

第１部フォーラム 第2部小引堀探訪 （新浜橋から北を望む） （長谷釜明神社を望む） （赤井江を望む）

25

2015538jg
テキストボックス
No.５



仙台湾岸運河群の歴史と記憶を伝える協議会

「木引堀交流研修会」 実施報告 ［令和6年12月8日］
概 報

✦当協議会は令和４年５月に設立し、これまで貞山運河（木引堀・新堀・御舟入堀）、東名運河、北上
運河、及び寒風沢湊、野蒜築港の歴史等講演会のほか、現地探訪を兼ねた研修会として、令和４年度
に「寒風沢研修会」、令和５年度に「野蒜交流研修会」を開催してきました。

✦令和6年度の交流研修会では、木引堀をテーマとして、歴史などを学ぶとともに阿武隈川から名取川
までを探訪しました。

［10時～12時］ 会場：岩沼市民図書館 ２F セミナールーム「阿武隈」

❶ 基調講演「木引堀の歴史」 ［１時間30分］
   講師：川又 隆央 氏（岩沼市教育委員会生涯学習課主幹兼文化財係長）
貞山堀の中でも最も古い江戸時代前期に開削された木引堀の歴史を学ぶとともに、東日本大

震災の復興事業に伴う発掘調査などで確認した、明治期以降に運河を維持するために行われた
土木工事の痕跡についてもご紹介頂きました。
限られた期間での復旧・復興事業の中で、「木引堀」は遺跡であり、今回が歴史上で最も大

規模な改変となることから記録保存のため調査を行うとともに、大津波に耐えた堤防の松並木
を保存するための岩沼市の取り組みは大変に評価されるべきであると思います。
また、木引堀沿岸の６集落が集団移転した「玉浦西まちづくり住民協議会」前会長からも木

引堀の思い出や松並木保存を評価していることなどについて話して頂きました。

❷ 活動報告「新貞山ローイングクラブの活動」 ［30分］
講師：山田 真 氏（新貞山ローイングクラブ 事務局長）

貞山堀で活動する同クラブのあゆみや活動内容などをご紹介頂きました。
       東北大学漕艇部は、全日本大学選手権でも強豪として知られていますが、この様なOBの活
動もそれを支えていると思いました。

［13時～15時］

「木引堀を巡る」 案内：川又 隆央 氏
新浜橋から名取川閖上水門までをマイクロバスで巡りました。※岩沼市民図書館出発・到着

第２部：現地探訪会

第１部：フォーラム

前納屋新浜住民：森氏 活動報告：山田氏基調講演：川又氏挨拶：佐藤会長会場の様子

【主催】 仙台湾岸運河群の歴史と記憶を伝える協議会 【協力】 新貞山運河ローイングクラブ 【後援】  岩沼市

新浜橋(①)より望む新浜水門 千年希望の丘(④)より望む長谷釜明神社 千年希望の丘(⑦)より望む赤井江 閖上水門(⑪)より望む新堀

新浜橋(①)より望む保存した松並木とそのための護岸堤防

東北大学漕艇部岩沼艇庫

二野倉(⑤)に残った石倉
※2階窓の青板が津波水位
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R6年度 活動実施（貞山運河倶楽部） 

年月日 内   容 

5 月 19日 貞山運河小屋めぐり 37人参加 

8月 3日 貞山運河の渡し船イベント・和船の櫓漕ぎ体験会 66人参加 

9月 15日 貞山運河小屋めぐり 46人参加 

10月 13

日 
貞山運河の渡し船イベント・和船の櫓漕ぎ体験会 36人参加 

11月 17

日 
貞山運河小屋めぐり 44人参加 

2月 16日 貞山運河フォーラム 50人参加 

3月 9日 貞山運河小屋めぐり 68人参加 

  

9月 28

日、29日 

いい川・いい川づくりワークショップに参加 

（会場：石川県白山市） 
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R7年度 活動計画（貞山運河倶楽部） 

年月日 内   容 

5 月 18日 貞山運河小屋めぐり 40名参加 

8月 2日 
貞山運河の渡し船イベントの中で、和船の櫓漕ぎ体験会 

 ⇒雨天中止 

9月 14日 貞山運河小屋めぐり 50名参加 

10月 5日 貞山運河の渡し船イベントの中で、和船の櫓漕ぎ体験会 

11月 16

日 
貞山運河小屋めぐり 

2月 23日 貞山運河フォーラム 

3月 8日 貞山運河小屋めぐり 

  

10月

25~26日 

いい川・いい川づくりワークショップ 参加未定 

（会場：神戸市） 
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R6年度 活動実績（貞山運河ネット） 

年月日 内   容 

（例） 

４月 
除草・清掃活動を実施。（約○名参加,○○団体と協働）等 

6 年 
9 月 

貞山運河 舟遊びの実施。  

かわまちてらす閖上の浮桟橋から出発し新堀を往復、名取川から水門を

抜け木曳堀へ入り往復 

８月 
六郷小学校での貞山運河授業開催 

４年生全員対象。 

10& 
11 月 

みやぎの運河群（東名運河、北上運河）の空撮 

これにより撮影済の「貞山運河」と合わせ「みやぎの運河群」空撮の完

成を見た。 

１０月 
 貞山運河見学会の実施 

２３名参加。バスで貞山運河全域を巡った。 

１０月
＆１１
月 

みやぎの運河群を活用したコメ運び＆物産展示即売会開催 

 登米～(北上川・旧北上川)石巻～（北上・東名運河、松島湾、御舟入堀） 

～多賀城。仙台市海岸公園センターハウス～（新堀、名取川）～かわま

ちてらす閖上 

７年３
月 

貞山運河 歴史セミナーの開催 
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貞山運河ネット 

令和７年度計画は次の通りです。 
 

① 藤崎百貨店での「貞山運河イベント」の開催    （実施済） 
「貞山運河物語」展を当会および月刊りらく主催で開催した。 
２０２５年８月６日～１２日（７日間） 
会場：藤崎７Ｆ催事場 
集客：９４００名 
 

② 仙台市立七郷小学校での出前授業開催  (実施済) 
 ２０２５年９月１２日(金) １校時～４校時 
５年生全員 
 

③ みやぎの運河群の冊子作製 
     １１月完成予定 
     ８０００部印刷のうえ運河沿川自治体の小学校６年生に配布予定。 
 

④ みやぎの運河群を活用したイベント開催 
北上川＆みやぎの運河群を活用し登米の小学生の作った米を登米から名取市閖上のかわまちてらす
閖上迄運びお振舞実施 
１０月２６日、３０日および１１月３日 
 

⑤ 貞山運河 歴史セミナーの開催 
 実施時期 未定 
会設立時から始まった歴史セミナーは今回４回目。聴講希望者も増加しており定着化が進んでいる。 
 

⑥ 運河を活用した実証実験 
 実施時期 未定 
運河の生態系に関する科学的な実証実験を「貞山・北上・東名運河研究会」代表後藤元東北大学准教
授と協同して行う。 
 

以上 
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R7年度 活動計画（新貞山ローイングクラブ） 

年月日 内   容 

3 月 大船渡山火事支援（大船渡温泉） 

4 月 岩沼乗艇会 

5 月 岩沼乗艇会 

6 月 全国マスターズレガッタ（琵琶湖）エイト、ナックルフォア等 

7 月 岩沼乗艇会 

8 月 長沼乗艇会 山形大学漕艇部との懇談 

9 月 インカレ応援 

10 月 岩沼乗艇会（予定） 

11 月 岩沼乗艇会（納会）（予定） 

12 月 忘年会 
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名
取
川
藤
塚
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画 仙

台
市

1

令
和
７
年
１
０
月

36
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海
岸
公
園
（
藤
塚
地
区
）
基
本
計
画

計
画
の
目
的


仙

台
市

東
部

沿
岸

地
域

に
位

置
す

る
広

域
公

園
（

計
画

面
積

5
5

2
.1

h
a
）

。


貞
山

運
河

を
中

心
に

両
岸

の
海

岸
防

災
林

を
形

成
す

る
ク

ロ
マ

ツ
林

、
湿

原
、

干
潟

等
の

豊
か

な
自

然
環

境
を

保
全

。
岡

田
、

荒
浜

、
井

土
、

藤
塚

地
区

の
４

地
区

を
施

設
地

区
と

し
て

整
備

を
進

め
る

。


東
日

本
大

震
災

に
伴

う
大

津
波

に
よ

り
全

域
が

大
規

模
被

災
（

損
壊

流
出

）
。


「

海
岸

公
園

復
興

基
本

計
画

」
（

平
成

2
5
年

策
定

）
に

基
づ

き
、

防
災

公
園

の
位

置
づ

け
の

も
と

、
災

害
復

旧
に

着
手

。
平

成
3

0
年

に
４

地
区

の
全

面
利

用
を

再
開

。


近

年
、

防
災

集
団

移
転

跡
地

利
活

用
事

業
等

に
よ

り
民

間
施

設
が

立
地

す
る

な
ど

、
被

災
当

初
か

ら
の

周
辺

環
境

の
変

化
。


隣

接
す

る
名

取
市

を
含

め
た

広
域

的
な

連
携

や
回

遊
性

向
上

の
要

求
の

高
ま

り
。


若

林
区

藤
塚

地
区

に
お

け
る

防
災

集
団

移
転

跡
地

利
活

用
事

業
に

よ
る

「
公

共
利

用
ゾ

ー
ン

」
を

海
岸

公
園

区
域

に
編

入
し

、
整

備
す

る
こ

と
を

決
定

。


令

和
5
年

6
月

、
「

海
岸

公
園

（
藤

塚
地

区
）

基
本

計
画

を
策

定
。


か

わ
ま

ち
づ

く
り

支
援

制
度

や
P

a
rk

-
P

F
I等

の
公

民
連

携
制

度
を

活
用

し
、

国
や

民
間

事
業

者
と

連
携

し
た

賑
わ

い
創

出
を

図
る

。

約
９

k
m

・
野

球
場

(少
年

/
ｿ
ﾌﾄ

)：
2
面

・
野

球
場

(社
会

人
)：

4
面

・
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
：

1
0
面

・
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
・

避
難

の
丘

・
運

動
広

場
：

1
面

・
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
場

：
2

7
h

・
セ

ン
タ

ー
ハ

ウ
ス

・
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
・

避
難

の
丘

・
馬

術
場

・
デ

イ
キ

ャ
ン

プ
場

・
冒

険
広

場
、

展
望

台
・

管
理

棟
・

避
難

の
丘

・
避

難
の

丘
新

た
に

区
域

に
編

入

約600m

2
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ゾ
ー

ニ
ン

グ
図

海
岸
公
園
（
藤
塚
地
区
）
基
本
計
画

海
岸

公
園

（
藤

塚
地

区
）

基
本

計
画

か
わ

ま
ち

づ
く

り
支

援
制

度
公

民
連

携
制

度
（

P
a
rk

-P
F
I等

）

計
画
の
位
置
づ
け

海
岸

公
園

復
興

基
本

計
画

基
本
方
針

3

自
然

と
人

と
の

つ
な

が
り

の
再

構
築

•
地

域
特

有
の

自
然

環
境

・
海

浜
景

観
の

再
生

や
資

源
の

利
活

用
•
集

い
ふ

れ
あ

え
る

自
然

環
境

・
海

浜
景

観
の

創
出

震
災

記
憶

の
継

承

•
津

波
防

災
を

啓
発

す
る

海
辺

の
モ

デ
ル

と
な

る
公

園
づ

く
り

•
地

域
の

歴
史

や
文

化
・

震
災

の
記

憶
と

経
験

を
発

信
・

継
承

す
る

仕
掛

け
づ

く
り

新
た

な
賑

わ
い

・
交

流
の

創
出

•
交

流
を

つ
く

る
施

設
の

整
備

と
新

た
な

機
能

の
導

入
に

よ
る

賑
わ

い
づ

く
り

•
周

辺
施

設
と

の
連

携
や

回
遊

性
の

向
上

東
谷

地

五
柱

神
社

太
陽

光
発

電
施

設

温
泉

・
マ

ル
シ

ェ
複

合
施

設

貞
山

運
河

自
然

観
察

ゾ
ー

ン

自
然

継
承

ゾ
ー

ン

自
然

ふ
れ

あ
い

ゾ
ー

ン

水
辺

交
流

ゾ
ー

ン

に
ぎ

わ
い

ゾ
ー

ン

よ
す

が
ゾ

ー
ン

展
望

（
避

難
）

ゾ
ー

ン
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海
岸
公
園
（
藤
塚
地
区
）
基
本
計
画

基
本
計
画
図

4

東
谷

地

五
柱

神
社

太
陽

光
発

電
施

設

温
泉

・
マ

ル
シ

ェ
複

合
施

設

貞
山

運
河

避
難

の
丘

（
既

設
）

避
難

の
丘

（
新

設
）

駐
車

場

駐
車

場

14
15

13

12

16

6

8

芝
生

広
場

11

フ
ッ

ト
パ

ス
7

海
岸

防
災

林
1

湿
原

環
境

の
再

現
2

林
間

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
3

花
畑

4

生
態

系
の

解
説

板
5

歴
史

の
解

説
板

9

市
道

形
状

の
保

存
10

藤
棚

8

拠
点

施
設

14
オ

ー
プ

ン
カ

フ
ェ

15
親

水
護

岸
16

五
感

で
楽

し
め

る
植

栽
6

貞
山

運
河

ま
で

の
移

動
手

段
13

全
天

候
型

遊
び

場
12

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
区

域
海

岸
公

園
（

藤
塚

地
区

）
整

備
区

域

か
わ

ま
ち

づ
く

り
支

援
制

度
適

用
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名
取
川
藤
塚
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

5
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名
取
川
藤
塚
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

事
業
の
概
要


運

河
や

湿
地

に
お

け
る

自
然

体
験

や
水

面
利

用
の

拠
点

と
な

る
施

設
の

整
備

を
実

施
。


運

河
を

軸
と

し
た

エ
リ

ア
の

一
体

感
の

創
出

及
び

回
遊

性
の

向
上

を
図

る
。


令

和
５

年
８

月
1

0
日

、
「

か
わ

ま
ち

づ
く

り
」

支
援

制
度

へ
の

新
規

登
録

。

6

計
画
区
域

東
谷

地

井
土

浦

名 取 川

温
泉

・
マ

ル
シ

ェ
複

合
施

設

太
陽

光
発

電
施

設

閖
上

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く

り
区

域

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
区

域

海
岸

公
園

（
藤

塚
地

区
）

整
備

区
域

事
業

の
効

果

•
名

取
川

の
空

間
利

用
の

利
便

性
が

向
上

す
る

こ
と

に
よ

り
自

然
体

験
、

サ
イ

ク
リ

ン
グ

、
カ

ヌ
ー

、
S

U
P
等

の
イ

ベ
ン

ト
利

用
が

促
進

さ
れ

、
観

光
振

興
や

地
域

活
性

化
に

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
•
対

岸
の

名
取

市
の

閖
上

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く

り
と

の
連

携
が

期
待

さ
れ

る
。

さ
く

ば
の

曳
舟

貞
山

運
河

倶
楽

部
（

貞
山

運
河

の
水

面
利

用
）

荒
浜

の
生

き
物

ツ
ア

ー
（

公
財

）
仙

台
市

公
園

緑
地

協
会

（
仙

台
市

海
岸

公
園

の
指

定
管

理
）

か
わ

ま
ち

づ
く

り
登

録
証

伝
達

式
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名
取
川
藤
塚
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

7

平
面
図

整
備

主
体

国
土

交
通

省
仙

台
市

・
民

間
事

業
者

・
親

水
護

岸
・
ト
イ
レ

・
階

段
・
ベ
ン
チ

・
坂

路
・
植

栽

・
側

帯
・
照

明
設

備

・
河

川
管

理
用

通
路

・
拠

点
施

設

整
備

内
容

整
備
イ
メ
ー
ジ

船
溜

ま
り

周
辺

東
谷

地
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１
．
貞
山
運
河
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
会

仙
台
市
若
林
区
海
浜
エ
リ
ア
活
性
化
企
画
室

1
.事

業
概
要

カ
ヤ
ッ
ク
体
験

を
通

し
て
貞

山
運

河
の
自
然
を
身

近
に
感

じ
、
新

た
な
魅

力
を
発

見
い

た
だ

く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
。

2
.日

程

令
和

7
年

6
月

7
日

（
土

）
午

前
の

部
：
1
0
時
～

1
1
時
半
／
午
後
の
部
：
1
3
時
～

1
4
時

半

3
.場

所

海
岸
公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
西

側
（
仙

台
市
若

林
区
荒

浜
字
北

官
林

3
0
）

4
.参

加
者

小
学
生
以
上
の

ペ
ア

1
8
組

3
6
名

（
4

7
組

9
4
名
の
応
募
か

ら
抽
選
）

5
.参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
概

要
(1

6
組
よ
り
回
収

)

・
1
6
組
中

1
5
組

（
9

3
.8

％
）
が

「
大

変
満
足
」
「
満
足
」
と
回
答

・
貞
山
運
河
で
今

後
参

加
し
て
み
た
い

イ
ベ
ン
ト

(複
数
回

答
可

)と
し
て
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ

(1
0

)、
Ｅ
ボ
ー
ト

(9
)

と
い

っ
た
水
辺

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

ほ
か
、
釣
り
体

験
(1

0
)へ

の
需

要
が
高
か
っ
た
。

・
当
日
の
そ
の
他
訪

問
先

に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
の
み
で
帰

る
参

加
者

が
一

定
数

(4
組

)

い
る
も
の
の
、
そ
の

他
(1

2
組

)は
、
荒
浜

地
区
内

に
限

ら
ず
仙

台
港
周

辺
や
、
藤

塚
・
閖

上
な
ど
幅

広
く
エ
リ

ア
を
周
遊
し
て
い

る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
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２
．
貞
山
運
河
ボ
ー
ト
乗
船
＆
自
然
観
察
会

仙
台
市
若
林
区
海
浜
エ
リ
ア
活
性
化
企
画
室

1
.事

業
概

要

本
業
務
は
、
貞
山
運

河
に
棲

む
生

き
物

観
察
の
現
地

学
習
と
ボ

ー
ト
体

験
と
い

っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
組

み
合

わ
せ
て
、

貞
山
運
河
の
魅
力
を
知

っ
て
い

た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
。

2
.日

程

令
和

7
年

7
月

5
日

（土
）

各
9

0
分

程
度

、
計

4
回

3
.場

所

若
林
区
藤
塚
地
区
内
貞

山
運

河
(新

堀
)及

び
名

取
川

(右
記

図
の
と
お
り

)

4
.参

加
者

3
7
名
（6

6
名
の
応

募
か
ら
抽

選
）

5
.参

加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
概
要

(
1
8
組
よ
り
回

収
)

・
自
然
観
察
会
、
ボ
ー
ト
乗

船
会

と
も
に
す
べ
て
の
参

加
者
が

「
大
変

満
足
」「

満
足
」
と
回
答
し
た
。

・貞
山

運
河
で
今
後
参

加
し
て
み
た
い

イ
ベ
ン
ト

(複
数

回
答
可

)と
し
て
は
、
カ
ヌ
ー
や
カ
ヤ
ッ
ク

(1
4

)
、
遊

覧
船

(9
)、

Ｓ
Ｕ
Ｐ

(8
)と

い
っ
た
水

辺
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ほ
か
、
釣
り
体
験

(
1
2

)へ
の
需

要
も
高
か

っ
た
。

・当
日

の
そ
の
他
訪

問
先

(複
数

回
答

可
)と

し
て
は
、
隣
接
す
る
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
仙
台

(1
5

)が
最

も
多

く
、
次

い
で

か
わ
ま
ち
て
ら
す
閖

上
(3

)と
な
っ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
近
隣
施

設
へ
の
回

遊
が
一

定
生
ま
れ
る
こ
と
は
確

認

で
き
た
一
方

で
、
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
を
起
点

と
し
て
他

地
区

へ
の

回
遊

を
促

す
た
め
の

仕
組

み
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

６
.そ

の
他

1
0
月

1
3
日
に
も
海
岸

公
園

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
西
側
に
て
、
ボ
ー
ト
体

験
会
の

み
を
実
施

す
る
予
定
。

【
実

施
場

所
】

自
然
観
察
会
場

ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
仙
台

ボ
ー
ト
運
航
範
囲
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３
．
貞
山
運
河
小
型
船
運
航
実
証
事

業
仙
台
市
若
林
区
海
浜
エ
リ
ア
活
性
化
企
画
室

1
.事

業
概
要

昨
年

度
に
引

き
続
き
、
小
型
船
運
航
に
よ
り
貞

山
運

河
の
魅

力
を
知

っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
運
航
に
あ
た
っ
て
の
ニ
ー
ズ

や
課

題
を
把

握
し
、
将
来
的
な
舟
運
等
の
利

活
用

に
向

け
た
検

討
を
進

め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
予
定
。

昨
年
度

の
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
お
い

て
、
「ガ

イ
ド
が

同
乗
し
て
歴

史
や
自
然

に
つ
い
て
解
説
し
て
ほ
し
い
」と

の
要

望
が

一
定

数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
、
歴
史

や
生

き
物
ガ
イ
ド
が

乗
船
の

上
、
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令和７年１０⽉１０⽇ 
みやぎの運河群連絡調整会議 

宮城県仙台⼟⽊事務所 

貞⼭運河での取組について 
【⽔質調査】 

調査箇所 貞⼭運河（新堀）七北⽥川合流点〜深沼橋 
調査時期 令和６年８⽉、１１⽉ 
調査地点 下図のとおり運河内７点＋七北⽥川１点 
調査項⽬ 
調査結果 

①⽔質調査（2 割⽔深、８割⽔深の 2 層）
⽔温、⽔深、電気伝導率、pH、濁度、BOD、DO

→顕著な汚濁は確認されなかった（環境基準 C 類型を満⾜）
（ただし No.1 地点で冬季 pH が⾼い値を⽰した）

②底質調査
酸化還元電位、強熱減量、硫化物

→No.1 地点で硫化物が⽔産⽤⽔基準値を超える値を⽰した
③底⽣動物調査
→北側ほど確認種数、個体数が減少する傾向であった
④⽔⾨開扉効果検証（24 時間開扉）
→24 時間開扉により七北⽥川の⽔が深沼橋まで流⼊していることを確

認した
※令和７年は⽔⾨開扉による改善効果の検証を実施予定

【実施⼯事】 
⼯ 事 ① 南貞⼭運河護岸整備⼯事 

施⼯延⻑ L=73.9m 
⼯事期間 ⾃：令和 6 年 11 ⽉ 

⾄：令和 7 年 9 ⽉（完成） 

⼯ 事 ② 北貞⼭運河護岸修繕⼯事 
施⼯延⻑ L=18m 

⼯事期間 ⾃：令和７年 7 ⽉ 
⾄：令和 7 年 12 ⽉（予定） 

⼯事① 

⼯事② 

⼟⽻護岸の浸⾷が⾒られる 

箇所にブロックマットを敷設 

損傷している護岸の修繕を実施 
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